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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

タイミングからみた夫婦の生活行動の相互関係

平田道憲（広島大）

目的　夫婦の生活時間配分に相違があることはよく知られた事実である。本研究の目的

は、夫婦の生活時間配分の相違を、タイミングからみた夫婦の生活行動の相互関係の視点
から明らかにすることである。

方法　東広島市旧西条町在住の夫婦を対象とした生活時間調査を実施:1995 年12月、二

段階確率比例抽出、標本160組、有効回収数113組(70.6%)、金曜・土曜二日間の生活時間
ならびに個人・家族の属性、態度を調査。本研究では、夫が有職かつ金曜が就業日だった

世帯について分析した。タイミングの具体的な分析方法は、１日24時間を15分ごとに96の

時刻に区分し、各時刻ごとの夫婦の行動の関連を検討した。

結果 【】)時刻別の夫婦の行動が大分類レベルで一致する比率が高いのは、
フルタイムの場合であり、土曜は妻が専業主婦で夫が非就業日の場合である

金曜は妻が

(2) 夫 が
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寝 て い て 妻 が 起 き て い る ヶ － ス は そ の 逆 よ り 多 い 。 夫 が 寝 て い る と き の 行 動 は
、 専業主婦
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の 場 合 、 半 分 弱 が 家 事 労 働 で あ る

。　 （3 ）
金 曜 に 夫 が 職 業 労 働 に 従 事 し て い る 時 間 帯 に

、

フルタイムの妻は69.0% が職業労働に従事し、専業主婦は56.5% が家事労働に従事してい

る。　(4) 逆に、金曜に妻が家事労働に従事している時間帯に、フルタイムの妻の夫の
21.6% は自由行動をしている。専業主婦の妻の夫は67.4%が職業労働に従事している。

(5)土曜に非就業の夫の家事労働時間は平日より長くなる。専業主婦世帯の場合、非就業

の夫が土曜に家事労働に従事している時間帯の74.7%は妻も家事労働に従事している。

(6)土曜に夫が非就業の場合、自由時間にしめる夫婦共通の時間帯の比率は高くなる。

2Ga-3
市場労働と家庭労働への時間配分

冨田洋三（実践女子大学）

「男は外に女は内に」という男女の役割分担論は、女性の市場労働が一般的になるにつ

れて、再考されねばならなくなってきた。そこで本報告は、男女を問わず、市場労働と家

庭労働へ時間を配分する場合の理論的根拠を求めようとするものである。

理論の出発点は、G.Bcckcr（l965 ）とR.Gronau （l977 ）の時間配分理論に求めるが、彼らの

特徴は、 家庭が消費の場であ ると共に生産の場でもあることを認識し、 市場財と家庭労働

をインプ ットとして生産される家庭財こそが効用の源泉 となる と考えるところにある。彼

らはこ れによって旧来 の労働供給理論を拡張し、家庭労働が賃金の減少関数であ ることを

証明したのだった。しかしそれは、「合理的人間」のみを前提した結果であって、そこに彼

らの限界があると思われる。

報告者は、こ の認識の下に独自のモデルを提示する。そしてそれによって、家庭労働が

必ずしも賃金の減少関数にはならないということを証明する。それは、次の２つの理由に

よる。1 ）レストランの食事と家庭で調理した食事のどちらにより高い効用を認めるか、

いいかえ れば、市場労働を選択するか家庭労働を選択するかは、個々人の主観や家庭状況

にかかって くる。2 ）市場労働と家庭労働の他にレジャーへの時間配分を組み込んだ場合、

賃金の変化がそれにどう影響するか不分明である。この２つの理由のうち、１）は合理的

選択の結果として、２）には非合理的選択が含 まれる。 そのため、時間配分の理論を「合

理性」のカテゴリーに閉じこ めるこ とはできない、いい かえれぱ、経済学の手法のみによ

っては時間配分について語るこ とはできないというのが、本報告の結論である。
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